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球磨川（熊本県）の現地調査概要 

 

・熊本県の球磨川では、台風や集中豪雨により、昭和 40年 7月の「梅雨前線による大雨（昭

和 40年 7月洪水）」を始めとする水害が幾度も発生している。 

・文献調査に基づき、過去の記録が残る地域において詳細情報を収集した。 

調査地点：熊本県球磨川 

 

 

 

【梅雨前線による大雨（昭和 40年 7月洪水）の概要】 

・昭和 40年 7月の九州一帯を襲った梅雨後期の停滞前線による豪雨は、球磨川全域に豪雨

をもたらした。球磨川では 6 月 28 日ごろから雨が降り続き、7 月 2 日の夜半ごろから流

域の各地で 4～5時間に及ぶ豪雨となり、またたく間に増水し球磨川の至る所で氾濫した。

（この大雨は 6月 26日から 7月 6日まで続いたとされている） 

・特に人吉市では市街地の 3分の 2が浸水するとともに 20数戸が流され、人吉水位観測所

では計画高水位を大幅に上回る水位(6.70m)を記録する大洪水になった。 

・鹿児島県では 199箇所のがけ崩れが生じ、2名が亡くなった。 

 

▼昭和 40 年 7 月洪水による球磨川水系の被災状況 

死者及び行方不明者 6 名 

流失及び全半壊戸数 1,239 戸 

床上浸水 2,847 戸 

 

 

出典：国土地理院 ▲調査箇所図 

出典：災害記録集「暴れ川 球磨川」（九州地方建設局 八代工事事務所、川辺川工事事務所） 

球磨川

川 
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【昭和 40年 7月洪水の被災状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：災害記録集「暴れ川 球磨川」（九州地方建設局 八代工事事務所、川辺川工事事務所） 

▲人吉大橋九日町下流 

▲球磨川胸川合流点付近 

▲天狗橋（人吉市大柿町） 

▲最も被害が大きかった人吉市市内 

▲西瀬橋（人吉市） 
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▼昭和 40 年 7 月洪水の人吉市浸水区域 

 

出典：資料「昭和４０年洪水による人吉市街部の浸水の状況について」（国土交通省） 

 

 下青井戸町 

人吉大橋 
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【令和 2年 7月豪雨の概要】 

・令和 2年 5月 9日から 7月 31日にかけて、活動の活発な梅雨前線や発達した低気圧の影

響により、沖縄地方から東北地方にかけての各地で大雨となった。特に、7月 3日から 7

月 31日にかけて、日本付近に停滞した前線の影響で、暖かく湿った空気が継続して流れ

込み、各地で大雨となり、人的被害や物的被害が発生した。気象庁は、顕著な災害をもた

らした 7月 3日から 7月 31日までの一連の大雨について、災害の経験や教訓を後世に伝

承することなどを目的として「令和 2年 7月豪雨」と名称を定めた。 

・熊本県球磨川流域では、7 月 2 日から同月 31 日にかけて本格的な大雨となり、熊本県球

磨郡あさぎり町では 72時間降水量が統計開始最大の 660mmを記録した。 

▼令和 2 年 7 月豪雨による球磨川水系の被災状況 

死者（人吉市、球磨村） 42 名 

浸水戸数 約 7,400 戸 

浸水範囲 1,060ha 
出典：資料「令和２年７月豪雨による被害状況等について」（内閣府） 

資料「令和２年７月豪雨による被害と対応」（国土交通省） 
 

【令和 2年 7月豪雨の被災状況】 

 

 

▲流木が堆積した球磨川水系中園川       ▲護岸が崩落した球磨川水系芋川 
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出典：「権限代行河川（県管理区間）の被災・復旧状況」九州地方整備局 八代河川国道事務所 HP 
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【令和 2年 7月豪雨の被害状況】 

 

 

 

 

 

  

出典：「災害時気象報告 梅雨前線等による令和 2 年 5月 9 日から 7月 31日にかけての大雨等」 

気象庁（R3.3.12） 
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【令和 2年 7月豪雨の人的被害の状況】 

【令和 2年 7月豪雨の人的被害の状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「第 1回令和 2 年 7月球磨川豪雨検証委員会 説明資料」（九州地方整備局・熊本県） 
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▼令和 2 年 7 月豪雨の人吉市、球磨村浸水区域 

 

 

出典：資料「令和２年７月豪雨による被害と対応」（国土交通省） 
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【令和 2年 7月豪雨時に被災した西瀬橋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「九州地方整備局記者発表資料」（九州地方整備局・熊本県） 
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【令和 2年 7月豪雨と過去水害との比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：「第 1回令和 2 年 7月球磨川豪雨検証委員会 説明資料」（九州地方整備局・熊本県） 
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出典：「第 1回令和 2 年 7月球磨川豪雨検証委員会 説明資料」（九州地方整備局・熊本県） 
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【昭和 38年 8月の土石流災害復興記念碑：熊本県球磨郡五木村甲字横手 災害復興記念碑】 

・昭和 38 年 8 月 17 日 9 時頃から集中的に襲来した豪雨は、九電五木川第 2 発電所の観測

によると 12 時から 13 時までの時間雨量 140mm に達するという空前の降雨となり、川辺

川水系の五木村、相良村においては、随所に山津波が発生し、山津波と濁流は、尊い多数

の人命と、貴重な施設、住家、山林、田畑を流し去った。熊本県災害誌によると、死者・

行方不明者 12名、全半壊流出家屋 212戸、浸水家屋 296戸とされている。 

・この碑では、昭和 38 年(1963)8 月 17 日、

集中豪雨により横手谷で、死者 10 名、行

方不明者 1名を出す土石流が発生したと記

載されている。 

・平成 7年 8月、再びこのような災害が発生

しないよう、またこの地域が平和でますま

す発展するよう願い、災害復興記念碑を建

立した。 

 

 

 

■災害復興記念碑の碑文 

昭和三十八年八月十七日、本村全域にわたって突如として襲った集中豪雨は、甚大なる

被害をもたらした。特に、当横手地区や鶴地区に発生した山津波による大災害は、まさに

生き地獄そのものの様相であった。死者十名、行方不明一名の尊い命が水魔の犠牲となら

れ、又横手地区では全戸が流出した。 

各地の被災地は、国の激甚災害の指定を受け、県、村当局はもとより村民の懸命の努力

により、面影はないほど様変わりし、立派に復旧し今日に至っている。 

この度村当局において、この地に公園を整備されるにあたり、再びこのような災害が発

生しないよう、又この地域が平和で益々発展することを願い、この記念碑を建立したもの

である。（平成七年八月 災害復興記念碑建立期成会有志一同） 

 

出典：国土地理院 

 

 

 

 

 

▲災害復興記念碑 
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【寛文 9年洪水の痕跡が残る：熊本県人吉市上青井町 国宝 青井阿蘇神社】 

・人吉市の中心部に位置する青井阿

蘇神社には寛文 9 年洪水の洪水の

痕跡が残っている。 

・令和 2 年 7 月豪雨による洪水は、

昭和 40年 7月洪水を上回り、寛文

9年（１６６９年）洪水と同程度の

浸水深であったことが推定される

痕跡が残っている。 

                  ▲青井阿蘇神社の位置（熊本県人吉市上青井町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲過去の洪水の痕跡が残る青井阿蘇神社正面 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲令和 2 年 7 月豪雨時の青井阿蘇神社 

出典：「2020 年 7 月豪雨に伴う熊本県南部における災害調査速報」（熊本大学減災研究教育センター） 

出典：資料「令和２年７月豪雨による被害と対応」（国土交通省） 

青井阿蘇神社 
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＜参考文献＞「暴れ川」球磨川 水害及び治水歴史」（九州地方建設局八代工事事務所、九州地方建設局川辺川工事事務所） 
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▼球磨川水系既住洪水の概要 

 

 

出典：「過去の洪水」九州地方整備局 八代河川国道事務所 HP 

  

原因 洪水被害の概要

昭和2年 1927年 －
家屋損壊・流出32戸

浸水家屋 500戸

昭和19年 1944年 －
家屋損壊・流出507戸

床上浸水1,422戸

昭和29年 1954年 台風
家屋損壊・流出106戸

床上浸水562戸

昭和38年 1963年 前線
家屋損壊・流出281戸

床上浸水1,185戸、床下浸水3,430戸

昭和39年 1964年 台風
家屋損壊・流出44戸

床上浸水753戸、床下浸水893戸

昭和40年 1965年 梅雨
家屋損壊・流出1,281戸

床上浸水2,751戸、床下浸水10,074戸

昭和46年 1971年 台風
家屋損壊・流出209戸

床上浸水1,332戸、床下浸水1,315戸

昭和47年 1972年 梅雨
家屋損壊・流出64戸

床上浸水2,447戸、床下浸水12,164戸

昭和57年 1982年 梅雨
家屋損壊・流出47戸

床上浸水1,113戸、床下浸水4,044戸

平成11年 1999年 台風 床上浸水3戸、床下浸水20戸

平成16年 2004年 台風 床上浸水13戸、床下浸水36戸

平成17年 2005年 台風 床上浸水46戸、床下浸水73戸

平成18年 2006年 梅雨 床上浸水41戸、床下浸水39戸

平成20年 2008年 梅雨 床上浸水18戸、床下浸水15戸

平成23年 2011年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水4戸

令和2年 2020年 梅雨 床上浸水4戸、床下浸水5戸

洪水発生年
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出典：白川水系河川整備計画（変更）（令和 2年 1 月）[国土交通省 九州地方整備局 熊本河川国道事務所] 


